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対日理解促進交流プログラム JENESYS2019 ASEAN 招へい第 16 陣の記録 

 テーマ：日本文化交流（地域活性化），対象国：カンボジア 

 

 

１．プログラム概要 

JENESYS2019の一環として，カンボジアより日本に対する関心が高い大学生 25名が，2020

年 1 月 13 日～1 月 21 日の 8 泊 9 日の日程で来日し，「日本文化交流（地域活性化）」をテ

ーマとしたプログラムに参加しました。本訪日団は，都内で日本とカンボジアの 2国間関

係についての講義を聴講し，両国の関係について学びました。その後，徳島県を訪問し，

徳島大学や徳島県庁を表敬訪問したほか，東京 2020 オリンピック・パラリンピックのホ

ストタウン事業関係者と交流，上勝町ではゼロ・ウェイスト事業等を視察しました。また

ホームステイや阿波踊りおよび藍染めを体験し，日本人の生活や日本文化についての造詣

を深めました。一行はプログラム中，日本の地域活性化に対する姿勢に触発され，各々の

関心事項や体験について SNSを通じて対外発信を行いました。また，帰国前の報告会では, 

訪日経験を活かした帰国後のアクション・プラン（活動計画）について，発表しました。 

 

 

２．日程 

１月１３日（月） 

－訪日 

－オリエンテーション 

－在日本カンボジア王国大使館訪問 

 

１月１４日（火） 

－【講義】テーマ：「日本とカンボジアの 2国間関係について」 

－東京都から徳島県へ移動 

 

１月１５日（水） 

－【学校交流】徳島大学 三島キャンパス 

－ 徳島県庁訪問 

 

１月１６日（木） 

－【視察】上勝町（ゼロ・ウェイスト事業，彩事業） 

－【学校・地域交流】ホストタウン事業関係者との交流（徳島大学） 

 

１月１７日（金） 

－【文化体験】ミュージアム見学及び阿波踊り体験（阿波おどり会館）， 

藍染め体験（藍の館），「うだつの町並み」視察 

－ホームステイ(そらの郷 山里物語） 
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１月１８日（土） 

－ホームステイ(そらの郷 山里物語） 

 

１日１９日（日） 

－ホームステイ(そらの郷 山里物語） 

－徳島県から東京都に移動 

 

１月２０日（月） 

－【視察】徳島県・香川県物産店（徳島・香川トモニ市場） 

－ワークショップ 

－成果報告会 

 

１月２１日（火） 

－離日 

 

 

３．プログラム記録写真  

  

1月 13日【訪問】 

在日本カンボジア王国大使館 

1月 13日【講義】 

「日本とカンボジアの 2国間関係について」 

  

1月 15日【学校交流】 

徳島大学 三島キャンパス 

1月 15日【訪問】 

徳島県庁 
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1月 16日【視察】 

上勝町(ゼロ・ウェイスト事業，彩事業) 

1月 16日【学校・地域交流】 

ホストタウン事業関係者との交流 

  

1月 17日【文化体験】 

阿波踊り体験（阿波おどり会館） 

1月 17日【文化体験】 

藍染め体験（藍の館） 

  

1月 17日【視察】 

うだつの町並み 

1月 18日【ホームステイ】 

そらの郷 山里物語 
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1月 20日【視察】 

徳島県・香川県物産店（トモニ市場） 
1月 20日【成果報告会】 

 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 大学生 

日本人の時間遵守，正直さ及び人種の差別なく助けること。私の友達は道で携帯を無くしたが，

警察と通訳者の方が探すのを手伝ってくれた。日本人が拾って警察に届けてくれたが，彼らの

行いを本当に称えたい。地域社会の人々に配慮した上勝町の葉っぱビジネス，阿波踊り，及び

日本人の料理の盛り付けの伝統。発展も文化や伝統と常に結び付いている。いつでも，どこでも

障害者のことが考えられており，お互いに尊重し合っている。歩道，自転車道及び車道が別々

に設けられており，日本人は環境に配慮している。 

 

◆ 大学生 

日本人の時間遵守，礼儀正しく，敬意があり，仕事を真剣に行うところに，私はとても感心した。

それと共に，日本人の暮らしと話し方は日本人が良い特質を持っていることを示しており，こうい

う理由から日本は他の国より突出した国になっている。私はこうした良い点をカンボジアで発信

し，カンボジア人にも見倣って欲しい。両国の類似点は，都市部に住んでいる国民が多く，田舎

に住む国民は少ないということだ。相違点は，カンボジアの若い世代は高齢世代よりも多いとい

うことだ。 

 

◆ 大学生 

日本人の家に 2日間ホームステイしたことは，今回の研修での忘れられない出来事となった。言

語が違うため難しいこともあったが，このホームステイでたくさんの思い出をつくり，日本人の暮

らしに関して新たな経験をすることが出来た。見たところ，日本人は仕事の時間に関してとてもま

じめで，細かい。加えて，他の人のことにとても良く気を配っている。さらに，日本人は誰に対して

も礼儀正しく，敬意を払っている。日本の教育システムはカンボジアとは違って，生徒は高校で

専攻を選ばなければならない。交通は秩序だっていて，歩行者に対する気遣いが見られる。大

多数は自転車，公共交通機関及び自動車を利用している。 
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◆ 大学生 

JENESYSを通じた日本での 9日間の経験は，私の人生において最も素晴らしい思い出となった。

日本について，思いもよらなかったことが沢山あった。これが私の最初の飛行機旅行でとても興

奮した。気候は少し寒かったが，日本人のおもてなしとサービスのおかげで温かい気持ちになれ

た。高層建築が沢山あり，橋や道路など発達したインフラもある。緑豊かな公園もあって，日本

人の生活は自然と密着していると感じた。また，日本人は礼儀正しく，勤勉で，決まりを守る人々

だ。最も大切な点として，日本人は時間を遵守する。日本人の生活は本当にすごい。地域の

人々，特に高齢者の就業支援のための葉っぱビジネスがあるように，日本人は自然と共に暮ら

している。スープや麺類があるので，料理も健康的だ。寿司やラーメンなどを食べてとてもおいし

かった。徳島でのホームステイでも，日本人に歓迎されてとても凄かった。自分の子供のように

愛を示してくれた。日本人の文化や暮らしぶりはとても興味深かったので，カンボジアの皆にシェ

アするのがとても楽しみだ。 

 

 

５．受け入れ側の感想（抜粋） 

◆ 最初は不安もあったが彼女達に会ってそれはすぐに解消した。翻訳アプリを利用しお

互いに何の不自由もなく通じ合えた。一番心に残った事は彼女達の人柄である。それ

はまさしく一昔前の日本人そのもののように思えた。自国を愛し，真面目で穏やかで

淑やかでけれど前向きで素直に感謝を表現してくれる。本当の孫や娘たちが帰ってき

たような気持になった。将来は大使館で働きたいというこの子たちの幸せとカンボジ

アの益々の発展を願い見送った。私たちも豊かさと便利さの中で失った何かを探さね

ばと強く思った。 
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６. 参加者の対外発信 

 
 

徳島商業高校との学校交流についての発

信 

徳島大学との学校交流についての発信 
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徳島県（2020 年東京オリンピック・パラ

リンピック・ホストタウン）についての

発信 

ホームステイ(そらの郷 山里物語）離村式

についての発信 
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ホームステイ(そらの郷 山里物語）離村

式についての発信 
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７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表（抜粋） 

 

アクション・プランの発表 

いつ？ 

2020年 2月 22日「絆フェスティバル」 

どこで？ 

CJCC（カンボジア日本人材開発センター） 

対象者・視聴者 

50～100人（会場の収容人数による） 

広報活動 

ポスターとチラシ 

・オフライン：掲示板に貼り付ける。（CJCC

および各大学） 

・オンライン：ソーシャルメディアに投稿

する。（Facebook，Instagram） 

 

 

 

事業実施団体：株式会社ＪＴＢ 


